再生可能エネルギーを活用したスマートハウスに関する課題と展望 (斉藤昭雄名誉教授古稀記念号) by 境 新一
１． はじめに





































































































































































１－３－２ U 値，C 値，Q 値の定義と役割
住宅の気密度を測る指標として U 値，C 値，Q 値がある８）。これらに
つき以下，定義と役割を簡潔に述べたい。






















Q 値が解れば，冷暖房に使用する熱量を特定出来る。U 値と C 値を求
めることにより，Q 値が計算できる。住宅の断熱性能を数値に表したも
のであり，値が小さいほど断熱性能が高いことを表す。単位は，Kcal／
























図表２ 次世代省エネルギーの基準 Q 値と地域区分
Ⅰ地域 １．６ Ⅱ地域 １．９ Ⅲ地域 ２．４ Ⅳ地域 ２．７ Ⅴ地域 ２．７ Ⅵ地域 ３．７





































































































































































































































































































































































































４－４ HEMS とライフサイクル・カーボンマイナス (LCCM)





































































この Energy Star のベンチ マークに用いられているのが，米国エネル
ギー省 (DOE) が１９７９年から定期的（４年程度毎）に収集している非住宅建
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